
豆乳パックが注ぎにくく、毎回こぼしてしまいます。

キーワード 豆乳 こぼれる 注ぎ口

こんな声が
ありました！ 「豆乳飲料の正しい注ぎ方」

ついつい注ぎ口を下にしがちじゃが、
「注ぎ口を上にして傾ける」のが正しい入れ方なのじゃ。

ママ～！
豆乳飲もうとして
コップに入れたんだけど、
うまくできない～

…。 
正しい入れ方があるのかな？

豆乳を注ぎにくい原因として「脈動」という現象が起きやすくなっていたものです。これは容器内へ空気が入り、液を押し出
す際に発生するもので、ペットボトルを含め様々な容器で発生しうる現象です。「脈動」は空気が容器に上手く入らないこと
で起こるため、右手でパックを持つ場合は、オモテのデザイン面が手前（または下向き）になるようにパックを持つと、豆乳の
跳ね返りを抑えることができます。

POINT

以前より「注ぐ時に、豆乳が周りに飛び散って注ぎにくい」とのお声を多くいただいてお
りました。以前のキャップでは開口部が狭く、空気が入りにくい構造のため、2012年6
月より製造機械と設備を更新して、口栓キャップ部の形状変更を行いました。口栓キ
ャップ部における開口部を広げ、脈動の改善を図っています。

多くの声に応えて、
キャップの形状を改善しています！

あらあら、
こぼしちゃって。
代わりに
ママが入れて
あげるわよ

あれ、ママも
結構こぼしてるよ…

❶注ぎ口がパックの上側になるようにして、注ぎ口から空気が入るようにします。
❷ゆっくりとコップの近くで傾けると中身がはねることなく注げます。
　両手でパックを支えるとより安定します。

【参考】「コープ商品サイト」より　http://goods.jccu.coop/feature/improve/detail/post_170.php

これで私もこぼさず、
上手に入れられるね！

【こぼれにくい注ぎ方】
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